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1. 序論 

単一画素検出器による計測技術は、ノイズ耐

性と広い波長適用性から注目されている。本研

究ではディジタルホログラフィ光学系にゴー

ストイメージングを適用した複素振幅測定法

を検討した。 

 

2. 方法 

本研究では。並列位相シフト光学系を用いた

ディジタルゴーストホログラフィ[1]により素

振幅を再構成する手法を検討した 

複素振幅 uは以下の式を用いて再構成される。 

𝑢 =∑𝑐𝑛𝑒
𝑖𝜑𝑛

𝑛

(1) 

𝑐𝑛 = 𝐼1 − 𝐼2 + 𝑖(𝐼3 − 𝐼4) (2) 

ここで、𝑐𝑛は展開係数、𝜑𝑛は位相パターン、

Iは干渉縞の光強度である。以下に実験に用い

た光学系の概略図を示す。 

 

 

図 1：実験に用いた光学系 

 

 

 

3. 結果 

以下にマイクロレンズアレイと 1951 USAF

解像度テストターゲットをサンプルとして使

用した際の画像再構成結果を示す。それぞれ、

左図が振幅分布、右図が位相分布である。 

 

(a)マイクロレンズアレイ 

 

(b) 1951 USAF解像度テストターゲット 

図 2：複素振幅分布 

4. 結論 

複素振幅の測定に成功したものの、再構成の

精度は高くなく、改善の余地がある。課題とし

て、光学系が外乱に対して弱い点が挙げられる。

今後の研究では、外乱に強く、共通光路を持つ

頑健な光学系の構築を目指す。 
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